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甲賀市の財政事情をお知らせします18年度
平成

歳入歳出予算総額　367億4，033万円
一般会計

地方自治法第243条の3第1項の規定に基
づき、平成18年4月1日から平成19年3月31
日までの甲賀市予算の歳入歳出の状況を
お知らせします。

歳出●300億6,149万円
（3月31日までに入ってきたお金）（3月31日までに使われたお金）
歳入●279億2,146万円

特別会計及び公営企業会計
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このグラフは、平成
18年度予算に対する
平成19年3月31日現
在の執行状況を表し
たものです。（最終補
正予算額は含まれて
いません。）
平成18年度の決算は、
出納整理期間の執行
を含めたものになり
ますので、11月1日号
でお知らせする予定で
す。

公共下水道事業特別会計

歳入歳出予算総額
66億8,329万円

31億2,119万円 31億8,625万円

鉄道経営安定対策基金特別会計

歳入歳出予算総額
1,092万円

1,092万円 1,092万円

鉄道施設整備基金特別会計

歳入歳出予算総額
882万円

882万円 882万円

国民健康保険特別会計

歳入歳出予算総額
75億2,814万円

69億4,045万円 62億446万円

老人保健医療特別会計

歳入歳出予算総額
81億1,137万円

73億8,559万円 73億9,276万円

介護保険特別会計

歳入歳出予算総額
39億5,564万円

35億1,599万円 37億5,733万円

農業集落排水事業特別会計

歳入歳出予算総額
9億3,631万円

6億8,295万円 6億820万円

土地取得事業特別会計

歳入歳出予算総額
5,574万円

5,548万円 5,547万円

野洲川基幹水利施設
管理事業特別会計

歳入歳出予算総額
1,913万円

9万円

1,212万円

国民健康保険診療所特別会計

歳入歳出予算総額
2,813万円

2,297万円 2,504万円

病院事業会計

歳出予算総額  20億1,254万円
歳入予算総額  19億4,930万円

18億3,254万円 17億4,394万円

水道事業会計

歳出予算総額  　　 57億7万円
歳入予算総額  48億3,188万円

45億7,338万円 40億854万円

[歳出より歳入が少ない理由]
市では、国や県からの補助金、起債などにより事業を実施しています。しか
しその事業に充当する国・県からの補助金、起債などは、そのほとんどが、5
月下旬（出納整理期間）に入ってきます。市は事業が終わればお金を支払わ
なければなりませんから、このお金が入ってくるまでは、その分を金融機関
から借りています。（一時借入金といい、歳入には含まれません）
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平成１9年度の区長さんが決まりました
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区（
自
治
会
）名	

区
長（
自
治
会
長
）名

	

大
河
原
１	

山
下　

康
秀

	

大
河
原
２	

大
野　

正
志

	

東
野
１	
黒
河　

吉
昭

	

東
野
２	

三
上　

雅
弘

	

西
野
１	

久
保
喜
久
次

	

西
野
２	

上
野　

信
利

	

黒
滝	

安
村　

文
紀

	

上
の
平	

藤
岡　

隆
明

	

中
之
組	

平
子　

茂
樹

	

川
西	

澤
田　

松
二

	

黒
川
市
場	

馬
場　

洋
二

	

猪
鼻	

増
山　

茂
美

	

山
中	

小
林　

磯
之

	

笹
路	

土
山　

澄
雄

	

山
女
原	

丸
田　

順
登

	

南
東	

岩
室　
　

孝

	

南
中	

辻
林　

信
夫

	

南
西	

井
元　

三
輝

	

北
東	

中
島　

仁
史

	

北
芝	

小
山　

好
男

	

北
中	

北
川
洋
一
郎

	

北
西	

辰
岡　

清
治

	

平
子	

玉
井　

隆
治

	

東
瀬
音	

加
藤　

慎
一

	

西
瀬
音	

吉
村　

忠
夫

	

青
土	

谷
口　
　

貢

	

野
上
野	

矢
田　

良
男

	

大
澤	

藤
本　

嘉
朗

	

頓
宮	

奥
村　

啓
次

	

前
野	

松
田　

勝
征

	

市
場	

吉
田　

光
宏

	

徳
原	

藤
田　

卓
司

	

三
軒
家	

青
木　

精
三

	

片
山	

中
村　
　

弘

	

今
宿	

服
部　

静
雄

	

里	

中
村　

徳
二

	

寺
前	

岡
崎　

政
治

	
新
里	

藤
本　

末
長

	
布
引	

柚
口　
　

修

	

末
田	
大
藪　

邦
夫

	

緑
ヶ
丘
１
・
１	
倉
谷
美
知
男

	

緑
ヶ
丘
１
・
２	

辻
林　
　

薫
	

緑
ヶ
丘
５	

名
波
谷　

稔

	

第
２
緑
ヶ
丘	

今
別
府
和
則

  

甲
賀
地
域

　

区（
自
治
会
）名	

区
長（
自
治
会
長
）名

	

檪
野	

奥
村　

宗
雄

	

神	

粂
田　

徳
司

	

大
原
上
田	

森
田　

宗
一

	

大
久
保	

中
島　

治
雄

	

大
原
中	

松
岡　

清
光

	

拝
坂	

森
田　

修
二

	

鳥
居
野	

荒
川　

啓
助

	

相
模	

林
田　

敏
男

	

大
原
市
場	

大
原　

輝
光

	

高
野	

大
原　

盾
夫

	

油
日	

滝　
　

實
夫

	

上
野	

西
村　

精
二

	

鹿
深
台	

山
吹　

正
義

	

田
堵
野	

山
下　

繁
樹

	

滝	

藪　
　

隼
造

	

毛
牧	

望
月　

重
義

	

和
田	

澤
井　

繁
治

	

高
嶺	

荒
川　

明
彦

	
五
反
田	

樫
野　
　

弘

	

小
佐
治	

中
沼　

久
夫

	

神
保	
藤
橋　

克
己

	

隠
岐	
三
日
月
勝
見

	

岩
室	

田
村　

良
秋

  

甲
南
地
域

　

区（
自
治
会
）名	

区
長（
自
治
会
長
）名

	

寺
庄	

藤
井　

武
夫

	

葛
木	

橘　
　

武
司

	

深
川	

黄
瀬　

三
朗

	

深
川
市
場	

平
井　

正
治

	

稗
谷	

中
出　
　

孝

	

森
尻	

鵜
飼　

和
夫

	

宝
木	

中
西　

良
平

	

池
田	

吉
村　

勝
彦

	

磯
尾	

服
部
亨
二
郎

	

竜
法
師	

森
島　

茂
廣

	

野
尻	

松
岡　

光
男

	

野
田	

倉
谷　

政
和

	

杉
谷	

神
山　
　

茂

	

新
治	

深
山　

征
勝

	

塩
野	

岡
野　

倶
通

	

市
原	

飯
田　
　

弘

	

柑
子	

北
村　

邦
久

	

下
野
川	

奥
田　

真
吾

	

上
野
川	

北
田　
　

浩

	

下
馬
杉	

石
橋　

義
朗

	

上
馬
杉	

村
治　

栄
利

	

耕
心	

吉
川　
　

豊

	

ニ
ュ
ー
ポ
リ
ス	

小
林　
　

齋

	

希
望
ヶ
丘	

伊
藤　

忠
雄

	

希
望
ヶ
丘
本
町	

酒
巻　

昌
市

  

信
楽
地
域

　

区（
自
治
会
）名	

区
長（
自
治
会
長
）名

	

長
野	

石
田　

昌
一

	

神
山	

藤
田　
　

徹

	

江
田	

松
本　

好
生

	

田
代	

大
平　

稔
美

	

畑	

服
部　

善
造

	

宮
町	

黄
瀬　

三
郎

	

黄
瀬	

福
山　

紀
一

	

牧	

岸
上　

廣
司

	

勅
旨	

宇
田　

康
雄

	

丸
岡	

大
原　

次
一

	

西	

谷
口　

次
雄

	

柞
原	

上
西　

義
明

	

中
野	

川
上　

重
蔵

	

杉
山	

前
田
喜
代
司

	

し
が
ら
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン	

長
沢　

哲
夫

	

小
川	

杉
本　

政
治

	

小
川
出	

田
中　
　

勇

	

上
朝
宮	

洞　
　

康
修

	

下
朝
宮	

小
倉　

繁
昌

	

宮
尻	

大
谷
大
一
朗

	

多
羅
尾	

西
浦　

富
一
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望
月
　

保
氏
（
土
山
町
前
野
）
が
こ
の
ほ
ど
、
財

団
法
人
伝
統
文
化
国
民
活
性
化
協
会
（
平
山
郁
夫
会

長
）
か
ら
「
地
域
伝
統
文
化
功
労
者
」
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

望
月
氏
は
「
瀧
樹
神
社
ケ
ン
ケ
ト
踊
り
保
存
会
」

会
長
を
発
足
以
来
20
年
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
そ
の

間
、
貴
重
な
民
俗
芸
能
を
保
存
し
、
こ
れ
を
継
承
す

る
た
め
に
、調
査
研
究
、用
具
の
復
元
新
調
、映
像
記

録
、
執
筆
講
演
活
動
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
は
、
こ
う
し
た
長
年
の
地
道
な
活

動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

瀧
樹
神
社
ケ
ン
ケ
ト
踊
り
は
毎
年
5
月
3
日
に
行

わ
れ
、
美
し
い
山
鳥
の
羽
で
着
飾
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
鉦
の
音
に
合
わ
せ
て
踊
る
風
流
の
芸
能
で
、
国
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
望
月
氏

の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

５
月
23
日
（
水
）
に
市
内
の
人
権

擁
護
委
員
三
好
隆
益
氏
（
甲
南
町
新

治
）、
平
尾
敏
一
氏
（
甲
賀
町
田
堵

野
）、
北
村
信
雄
氏
（
信
楽
町
神
山
）

の
３
名
が
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表

彰
を
、
ま
た
４
月
24
日
（
火
）
に
は

市
井
幸
夫
氏
（
土
山
町
大
野
）、
伊

室
信
子
氏
（
甲
南
町
寺
庄
）
の
２
名

が
近
畿
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表

彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
好
氏
は
、
平
成
９
年
８
月
か

ら
、
平
尾
氏
は
平
成
９
年
10
月
か

ら
、
北
村
氏
は
平
成
10
年
３
月
か

ら
、
市
井
氏
は
平
成
13
年
４
月
か

ら
、
伊
室
氏
は
平
成
13
年
１
月
か
ら

現
在
ま
で
市
内
の
人
権
擁
護
活
動
や

人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
こ
れ
ま
で
同
様
市
民
の

人
権
擁
護
の
た
め
、
ま
す
ま
す
ご
活

躍
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
北
村
信
雄
氏
は
、
今
月
末

の
任
期
満
了
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
、
市

内
の
人
権
擁
護
活
動
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
伝
統
文
化
功
労
者
表
彰

瀧
樹
神
社
ケ
ン
ケ
ト
踊
り
保
存
会
会
長

望
月
　

保　

氏

も
ち
づ
き　
　

た
も
つ

も
ち
づ
き　

た
も
つ

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表
彰

近
畿
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

近
畿
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表
彰

三
好
隆
益
氏

平
尾
敏
一
氏

北
村
信
雄
氏

市
井
幸
夫
氏

伊
室
信
子
氏

おめでとう
ございます

おめでとう
ございます

　味・色・香りの全てが一級品と評される甲賀のお茶。
　今年も一番茶の手摘みが市内の茶園で行われました。市内の
お茶摘みは、土山地域で５月３日（木・祝）から始まり、信楽、
水口地域の茶園で順次収穫されました。
　特に今年は、滋賀県では、39年ぶりとなる全国お茶まつりが
甲賀市で開催されるとあって、お茶を摘まれる皆さんの思いも
ひとしお。鮮やかな緑の畝の中、皆さん丁寧に新芽を摘み取っ
ていました。
　８月の全国茶品評会審査会、また11月の全国お茶まつり式典
は、甲賀市が近江茶の産地として全国にその名を広めるために
絶好の機会となります。
　県下一の生産高を誇る近江茶の銘茶「土山茶」と日本五大銘
茶の一つ「朝宮茶」、お茶のふるさと甲賀市を全国に発信します。

n信楽（写真上）・土山（写真下）の茶園で一番茶を
　丁寧に摘み取る皆さん

一番茶の手摘み始まる
全国茶品評会に向けて

み
よ
し
り
ゅ
う
え
き

ひ
ら
お

と
し
か
ず

き
た
む
ら
の
ぶ
お

い
ち
い
ゆ
き
お

む
ろ
の
ぶ
こ

い

上段ルビあり 下段ルビあり

輝く功績

2007年春の叙勲・褒章で市内から５名の方が受章されました。受章されたのは次の方々です。

●旭日小綬章　
 よし かわ　　　 はる  お

吉川　治甫氏（水口町新町）
県公安委員として平成９年７月から
３期９年間在職し、委員長を３年間
務められました。その間、警察の機
能が正常に果たされるよう指導・監
督し、警察改革に積極的に取り組ま
れました。

●瑞宝双光章
 まえ   の     き    よ    し

前野喜代司氏（土山町頓宮）
公立中学校の教諭・教頭として、また
公立小・中学校長として学校の管理運
営に貢献されました。県教育委員会教
職員課人事主事として教育における適
切な人事配置にもご尽力されました。

●瑞宝単光章
 うえ  だ             そうじゅ

上田　宗壽氏（信楽町長野）
穴窯・登り窯での焼成による「火色」及び「自然
釉」の現出を得意とし、卓越した技術で昭和54年
２月に信楽焼伝統工芸士として認定されました。
また技術の向上や継承にご尽力されました。

●黄綬褒章
 すぎ もとしょういち ろう

杉本正一良氏（信楽町上朝宮）
茶の優良品種・ヤブキタをいち早
く信楽町朝宮地域の茶園に導入。
朝宮茶共同組合代表として品質向
上や、若手への栽培指導などにご
尽力され、地域を全国有数の高級
茶産地に育てられました。

●藍綬褒章
  は     せ   がわ よし まさ

長谷川善匡氏（水口町鹿深）
昭和43年から現在までの長きにわ
たり、民生委員・児童委員として
地域住民の福祉向上に尽くしてお
られます。また現在、県民生委
員・児童委員指導員としてもご活
躍されています。

叙勲

褒章
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望
月
　

保
氏
（
土
山
町
前
野
）
が
こ
の
ほ
ど
、
財

団
法
人
伝
統
文
化
国
民
活
性
化
協
会
（
平
山
郁
夫
会

長
）
か
ら
「
地
域
伝
統
文
化
功
労
者
」
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

望
月
氏
は
「
瀧
樹
神
社
ケ
ン
ケ
ト
踊
り
保
存
会
」

会
長
を
発
足
以
来
20
年
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
そ
の

間
、
貴
重
な
民
俗
芸
能
を
保
存
し
、
こ
れ
を
継
承
す

る
た
め
に
、調
査
研
究
、用
具
の
復
元
新
調
、映
像
記

録
、
執
筆
講
演
活
動
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
は
、
こ
う
し
た
長
年
の
地
道
な
活

動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

瀧
樹
神
社
ケ
ン
ケ
ト
踊
り
は
毎
年
5
月
3
日
に
行

わ
れ
、
美
し
い
山
鳥
の
羽
で
着
飾
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
鉦
の
音
に
合
わ
せ
て
踊
る
風
流
の
芸
能
で
、
国
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
望
月
氏

の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

５
月
23
日
（
水
）
に
市
内
の
人
権

擁
護
委
員
三
好
隆
益
氏
（
甲
南
町
新

治
）、
平
尾
敏
一
氏
（
甲
賀
町
田
堵

野
）、
北
村
信
雄
氏
（
信
楽
町
神
山
）

の
３
名
が
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表

彰
を
、
ま
た
４
月
24
日
（
火
）
に
は

市
井
幸
夫
氏
（
土
山
町
大
野
）、
伊

室
信
子
氏
（
甲
南
町
寺
庄
）
の
２
名

が
近
畿
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表

彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
好
氏
は
、
平
成
９
年
８
月
か

ら
、
平
尾
氏
は
平
成
９
年
10
月
か

ら
、
北
村
氏
は
平
成
10
年
３
月
か

ら
、
市
井
氏
は
平
成
13
年
４
月
か

ら
、
伊
室
氏
は
平
成
13
年
１
月
か
ら

現
在
ま
で
市
内
の
人
権
擁
護
活
動
や

人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
こ
れ
ま
で
同
様
市
民
の

人
権
擁
護
の
た
め
、
ま
す
ま
す
ご
活

躍
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
北
村
信
雄
氏
は
、
今
月
末

の
任
期
満
了
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
、
市

内
の
人
権
擁
護
活
動
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
伝
統
文
化
功
労
者
表
彰

瀧
樹
神
社
ケ
ン
ケ
ト
踊
り
保
存
会
会
長

望
月
　

保　

氏

も
ち
づ
き　
　

た
も
つ

も
ち
づ
き　

た
も
つ

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表
彰

近
畿
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

近
畿
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表
彰

三
好
隆
益
氏

平
尾
敏
一
氏

北
村
信
雄
氏

市
井
幸
夫
氏

伊
室
信
子
氏

おめでとう
ございます

おめでとう
ございます

　味・色・香りの全てが一級品と評される甲賀のお茶。
　今年も一番茶の手摘みが市内の茶園で行われました。市内の
お茶摘みは、土山地域で５月３日（木・祝）から始まり、信楽、
水口地域の茶園で順次収穫されました。
　特に今年は、滋賀県では、39年ぶりとなる全国お茶まつりが
甲賀市で開催されるとあって、お茶を摘まれる皆さんの思いも
ひとしお。鮮やかな緑の畝の中、皆さん丁寧に新芽を摘み取っ
ていました。
　８月の全国茶品評会審査会、また11月の全国お茶まつり式典
は、甲賀市が近江茶の産地として全国にその名を広めるために
絶好の機会となります。
　県下一の生産高を誇る近江茶の銘茶「土山茶」と日本五大銘
茶の一つ「朝宮茶」、お茶のふるさと甲賀市を全国に発信します。

n信楽（写真上）・土山（写真下）の茶園で一番茶を
　丁寧に摘み取る皆さん

一番茶の手摘み始まる
全国茶品評会に向けて

み
よ
し
り
ゅ
う
え
き

ひ
ら
お

と
し
か
ず

き
た
む
ら
の
ぶ
お

い
ち
い
ゆ
き
お

む
ろ
の
ぶ
こ

い

上段ルビあり 下段ルビあり

輝く功績

2007年春の叙勲・褒章で市内から５名の方が受章されました。受章されたのは次の方々です。

●旭日小綬章　
 よし かわ　　　 はる  お

吉川　治甫氏（水口町新町）
県公安委員として平成９年７月から
３期９年間在職し、委員長を３年間
務められました。その間、警察の機
能が正常に果たされるよう指導・監
督し、警察改革に積極的に取り組ま
れました。

●瑞宝双光章
 まえ   の     き    よ    し

前野喜代司氏（土山町頓宮）
公立中学校の教諭・教頭として、また
公立小・中学校長として学校の管理運
営に貢献されました。県教育委員会教
職員課人事主事として教育における適
切な人事配置にもご尽力されました。

●瑞宝単光章
 うえ  だ             そうじゅ

上田　宗壽氏（信楽町長野）
穴窯・登り窯での焼成による「火色」及び「自然
釉」の現出を得意とし、卓越した技術で昭和54年
２月に信楽焼伝統工芸士として認定されました。
また技術の向上や継承にご尽力されました。

●黄綬褒章
 すぎ もとしょういち ろう

杉本正一良氏（信楽町上朝宮）
茶の優良品種・ヤブキタをいち早
く信楽町朝宮地域の茶園に導入。
朝宮茶共同組合代表として品質向
上や、若手への栽培指導などにご
尽力され、地域を全国有数の高級
茶産地に育てられました。

●藍綬褒章
  は     せ   がわ よし まさ

長谷川善匡氏（水口町鹿深）
昭和43年から現在までの長きにわ
たり、民生委員・児童委員として
地域住民の福祉向上に尽くしてお
られます。また現在、県民生委
員・児童委員指導員としてもご活
躍されています。

叙勲

褒章
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　マスコット
キャラクターが

問い合わせ　総務課　総合防災係
☎65-0665  ℻63－4554

　甲賀市消防団活性化委員会で検討されてい
た消防団のマスコットキャラクターが「にん
くる．けし丸」に決まりました。
　今後、消防団の活動を広報することや、団
員の団結力を高めるこ
とに、このキャラクタ
ー「にんくる．けし丸」
が活躍します。

にんくる．
　けし丸です

甲賀市消防団の

決定

　

今
月
は
、
食
育
推
進
基
本
計
画
に
よ
り
「
食

育
月
間
」
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
月
間
に
合
わ
せ
、
内
閣
府
食
育
推
進
室

で
、
食
育
推
進
に
関
す
る
標
語
を
募
集
さ
れ
た

と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
4
2
，0
2
9
点
の
標
語

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
大
原
小

学
校
6
年
中
村
梨
沙
さ
ん
の
標
語
「
い
た
だ
き

ま
す
　

ご
ち
そ
う
さ
ま
は
　

愛
言
葉
」
が
平
成

19
年
度
の
標
語
3
点
の
う
ち
「
食
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
」
部
門
の
標
語
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
皆
さ
ん
が
健

康
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
機
会

に
ご
家
庭
で
も
「
食
」
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

中
村
梨
沙
さ
ん
の

（
大
原
小
6
年
）

食
育
推
進
標
語
に

な
か 

む
ら   

り     

さ

作
品
選
ば
れ
る

6月は「食育月間」

n

最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
笑
顔
の
中
村
さ
ん

菊
きくち

池　滋
しげ

美
み

さん（水口）

井
いのうえ

上　晶
まさこ

子さん（土山）

畑
はた

　　久
ひさお

男さん（甲賀）

望
もちづき

月　公
ただし

司さん（甲南）

岡
おかだ

田　裕
ゆうこ

子さん（信楽）

こうかまちかど特派員紹介

平成19年度

　昨年度までご活躍をいただいた「まちかど特派
員」の皆さんに代わり、今年度から新らたにまちの
素敵な話題を紹介いただく5名の特派員の皆さんが
決まりました。5月18日（金）には、中嶋市長から委
嘱状を受けられ、早速、特派員として活動を開始。

n

わたしたちがこうかまちかど特派員です

●●●●●●●●●●●●身 近 な 話 題 を 自 ら リ ポ ー ト

　特派員の皆さんには、地域での行事や、地域で活動
されている方など、身近な話題を自ら取材し記事を
作成、親しみのある広報あい こうかとなるよう紙面
づくりにご協力いただきます。

　なお、初代特派員としてご活躍をいただいた皆さんには
2年間にわたり、「まちかど特派員のページ」の企画編集や
毎月発行している広報紙を点検いただき、より見やすい紙
面となるようにと市民の立場からご意見を聞かせていた
だきました。長い間本当にありがとうございました。
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今すぐできることから始めましょう
６月は「環境月間」です

今月は「環境月間」です。豊かな環境を次世代に引き継ぐためには、私たち一人ひと
りの環境を思いやる行動が大切です。循環型社会をつくるために皆さんのご協力をお
願いします。難しく考えず、できることから始めましょう。

地球に優しい暮らし

環境ラベルがついているものを
購入しましょう

　お店で商品を買ったとき、その箱などに色々なマーク
がついています。皆さんが分別し出された資源ごみが、
形を変えてまた私たちのもとに帰って来ることを表して
いるのが環境ラベルです。これらのマークがついている
ものを積極的に購入しましょう。

照明は白熱電球から
蛍光ランプに取り替えましょう

家電製品を買うときは
省エネ性の高い商品を選びましょう

　省エネ機器の目じるしで通常はオレンジ色、省エネ基
準を達成すると緑色のマークを表示することができま
す。緑色のマークが省エネ性能の高い製品を選ぶ目安に
なります。

【　　　　 　】
【　　　　 　】

【　　　　 　】

【　　　　 　】

問い合わせ
生活環境課　環境政策担当
☎65-0691　℻63-4582

カタログ等でしっかり確認しましょう。

蛍光ランプは白熱電球に比べ寿命が長く、消費電力も少
ないので、長時間点灯する場所で使うと経済的です。

ごみまで買っていませんか？

　買い物をすると必ずといっていいほどついてくる包
装材。結局捨ててしまうことの多いこれらを作るため
にもエネルギーは使われています。ばら売りや量り売
りでの購入など、ちょっと気にかけることでできる購
入の省エネです。

ISOこうか（家庭編）募集中

　家庭でも取り組んでいただける認定制度を実施して
います。一人でも多くの皆さんにご参加いただき、小
さな取り組みが大きな輪になっていくことを願ってい
ます。
【応募方法】
　生活環境課又は各支所に備え付けの用紙により応募
してください。（応募用紙は市ホームページからもダウ
ンロードできます。）応募された方には、ISOこうか（家
庭編）の冊子をお渡しします。
【取り組み方法】
　冊子の中の活動項目から取り組む項目を選んで３か
月間取り組みます。毎週１回「取り組みチェック表」
に結果を記入します。３か月の取り組みの結果、認定
基準点に達したら「取り組みチェック表」を提出して
ください。
【認定】
　認定基準に達した家庭に「認定証」と賞品をお渡し
します。

包装材・
レジ袋

ビニール袋
323枚

発泡トレー
207枚

プラスチ
ック容器
78個

緩衝材
（ネット）
20枚

紙箱
10個

包装なし
145

レジ袋
315枚

1世帯が一年間に受け取る容器の量は？
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市
で
は
、
修
学
の
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
経
済
的

理
由
に
よ
り
高
等
学
校
等
へ
の
修
学
が
困
難
な
方

に
対
し
て
奨
学
資
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

■
給
付
の
対
象

　

次
の
①
か
ら
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

①
滋
賀
県
奨
学
資
金
ま
た
は
日
本
学
生
支
援
機
構

奨
学
金
、
お
よ
び
こ
れ
ら
に
準
ず
る
奨
学
金
の

貸
与
を
受
け
て
い
る
方

②
保
護
者
が
①
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
る
に
至

っ
た
日
前
1
年
以
上
引
き
続
い
て
市
内
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方

③
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
被
保
護
世
帯
ま

た
は
そ
れ
に
準
ず
る
世
帯
に
属
す
る
方

■
給
付
の
額

　

●
高
等
学
校

　
　

特
別
支
援
学
校
（
高
等
部
）
等
　
　

　
　
　
　
　
　

月
額
　
　

5
，0
0
0
円

　

●
大
学
（
大
学
院
を
除
く
）
等
　
　
　

　
　
　
　
　
　

月
額
　

1
5
，0
0
0
円

■
申
請
期
間

　

6
月
15
日（
金
）〜
7
月
17
日（
火
）

　

給
付
を
受
け
る
に
は
申
請
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、6
月
中
に「
現

況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
出
は
、
6
月
1
日
現
在
の
養
育
状
況
や
所
得
状
況

な
ど
を
確
認
し
、
引
き
続
き
手
当
を
支
給
で
き
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
出
を
し
な
い
と
6
月

分
以
降
の
手
当
が
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
6
月
中
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

公
務
員
・
団
体
職
員（
郵
政
公
社
・
独
立
行
政
法
人
を
除
く
）

の
方
は
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
児
童
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
手
続
き
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
現
況

届
の
用
紙
は
各
支
所
に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

◎
届
出
に
必
要
な
も
の

　
　

•
現
況
届
　

•
印
鑑

　
　

•
年
金
加
入
証
明
書

　
　
　

（
国
民
年
金
加
入
者
は
不
要
）

•
平
成
19
年
1
月
2
日
以
降

に
本
市
に
転
入
さ
れ
た
方

は
、「
平
成
19
年
度
所
得
証

明
書
（
児
童
手
当
用
）」

児
童
手
当
　

現
況
届
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

問い合わせ　社会福祉課　児童家庭係
☎65-0705　℻63-4085

問い合わせ　法務室　法務係
☎65-0664　℻63-4554

問い合わせ　学校教育課　学務管理係
☎86-8019　℻86-8380

ご
利
用
く
だ
さ
い

甲
賀
市
奨
学
資
金

給
付
制
度

開かれた市政をめざして
情報公開・個人情報保護制度

　市では、「情報公開制度」と「個人情報保護制度」を制定しています。
　甲賀市情報公開条例第29条（実施状況の公表）及び甲賀市個人情報
保護条例第44条（運用状況の公表）に基づいて、平成18年度の実施状
況を次のとおり公表します。

請求件数 59件
　市長部局 50件
　教育委員会 6件
　選挙管理委員会 2件
　農業委員会 1件

公開等の決定状況
　公開 26件
　部分公開 21件
　不存在 9件
　取下げ 3件

部分公開理由別状況
　個人情報  7件
　法人情報　　　　　　　　9件
　個人情報及び法人情報  5件

不存在理由別状況
　取得していないため  3件
　作成していないため  3件
　その他  3件

●行政文書公開の実施状況（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

●個人情報開示の実施状況
（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

請求件数 10件
　市長部局 9件
　教育委員会 1件
開示等の決定状況
　開示 1件
　部分開示 2件
　非開示 1件
　不存在 6件
部分開示理由別状況
　開示請求者以外の個人情報 2件

※市役所水口庁舎及び各支所に情報
コーナーを設け、入札結果、議会会
議録などの情報提供を行っていま
すのでご利用ください。

※
所
得
証
明
書
は
平
成
19
年
1

月
1
日
現
在
の
住
所
地
の
市

町
村
で
、
発
行
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
市
町
村
に
よ
っ
て
平

成
19
年
度
所
得
証
明
書
発
行

日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
い
つ

か
ら
発
行
で
き
る
の
か
、
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
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　生活環境課では日々の消費生活のトラブルや苦情の
相談を行っています。気軽に相談してください。お悩み相談室生活環

境課より

知っト
ク！

問
い
合
わ
せ

 

生
活
環
境
課
　

生
活
交
通
担
当

 

月
曜
日
〜
金
曜
日
　

9
時
〜
15
時

　
　
　
　
　

☎ 

6
5
│

0
6
8
5

　
　
　
　
　

℻ 

6
3
│

4
5
8
2

　

あ
る
日
、
大
手
電
話
会
社
の
関
連
会

社
な
ど
と
言
っ
て
、
業
者
が
家
に
訪
問

し
た
。

「
今
後
、
電
話
回
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

で
、
現
在
使
用
中
の
電
話
機
は
使
え
な

く
な
り
ま
す
。」

「
一
つ
の
回
線
で
い
く
つ
も
の
電
話
が

使
用
で
き
ま
す
。」

「
今
電
話
機
を
切
り
換
え
れ
ば
、
電
話

代
が
安
く
な
り
ま
す
。」
な
ど
と
勧
め

ら
れ
、
電
話
機
の
リ
ー
ス
契
約
を
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
よ
く
考
え
る
と
長
期
の

支
払
い
が
続
き
、
支
払
い
総
額
が
高
額

で
あ
る
と
い
っ
た
相
談
が
あ
り
ま
す
。

　

電
話
の
リ
ー
ス
契
約
者
は
個
人
経
営

を
さ
れ
て
い
る
方（
事
業
者
）が
多
く
、

リ
ー
ス
契
約
は
購
入
資
金
が
不
要
で
リ

ー
ス
料
は
経
費
に
計
上
さ
れ
る
と
い
う

利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
契
約
期
間
が
7
年
な
ど
長
期

に
わ
た
り
、
ま
た
支
払
い
総
額
が
高
額

に
な
る
た
め
、
収
益
が
少
な
い
小
規
模

事
業
者
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
場
合
も

多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ー
ス
契
約
が
事
業
者
と
事

業
者
の
契
約
で
あ
る
た
め
、
特
定
商
取

引
法
と
い
う
個
人
と
事
業
者
の
契
約
を

対
象
と
す
る
法
律
が
適
用
さ
れ
ず
、
中

途
解
約
が
困
難
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
適
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
盲
点
を
つ
き
、
悪
質
電
話
リ
ー

ス
業
者
は
個
人
営
業
者
の
店
、
建
築
業

者
や
美
容
院
な
ど
を
狙
っ
て
勧
誘
し
、

解
約
を
申
し
出
て
も
、
事
業
者
間
の
契

約
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
解
約
を
拒
否

し
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
の
通
達
で
は
、
事
業
者

名
に
よ
る
契
約
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の

条
件
下
で
は
特
定
商
取
引
法
に
よ
る
救

済
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
リ
ー
ス
契
約
は
あ
き
ら

め
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

～皆さんからお寄せいただいた声～

　
　
　
　
　

☎
6
5-

0
6
7
5

　
　
　
　
　

℻ 

6
3-

4
6
1
9

問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課 

広
報
公
聴
係

本
年
度
か
ら
急
に
児
童
ク
ラ
ブ
の
料
金
が
上
が
り
、
生
活

が
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。
大
幅
な
値
下
げ
を
希
望
し
ま
す
。

（
甲
南
町
：
男
）

こ
れ
ま
で
同
じ
市
で
あ
り
な
が
ら
地

域
に
よ
っ
て
料
金
が
違
う
と
い
う
実

情
が
あ
り
、
同
じ
市
に
住
む
人
の
中
で
格
差

が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
不
公
平
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
健
全
経
営
の
試
算
を

行
い
、
今
年
4
月
に
市
内
で
同
一
料
金
と
な

る
よ
う
利
用
料
の
統
一
を
し
た
と
こ
ろ
、
甲

南
地
域
の
3
つ
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
う
ち
2
ク

ラ
ブ
の
利
用
料
は
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
合
併
前
か
ら
各
地
域
に
児
童
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
多
く
の
市
民
の
方
が
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
さ
ら

に
ご
利
用
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
一
層
の
充

実
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

さ
て
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
料
金
同
様
、
甲

賀
市
誕
生
以
降
に
市
内
で
格
差
が
生
じ
て

い
た
料
金
を
統
一
し
た
例
は
他
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
一
つ
に
水
道
料
金
が
あ
り
、

料
金
統
一
の
た
め
見
直
し
を
進
め
ま
し
た
。

結
果
、
甲
南
地
域
で
は
合
併
前
よ
り
は
引

き
下
げ
に
な
り
ま
し
た
が
、
逆
に
引
き
上

げ
に
な
っ
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。
公
平
公

正
な
視
点
か
ら
各
種
料
金
の
市
内
統
一
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
高
く
な

る
料
金
、
ま
た
安
く
な
る
料
金
も
あ
り
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ

　

利
用
料
の

　
　
　

値
上
げ
…

Q

A
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総
合
計
画
は
、
効
率
的
・
効
果
的

な
行
政
運
営
を
図
る
指
針
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
も
の
で
、
い
わ
ば
甲

賀
市
と
い
う
大
き
な
船
の
今
後
の
行

き
先
や
進
み
方
を
指
し
示
す
「
羅
針

盤
」
と
な
る
も
の
で
す
。
　
　

　

昨
年
９
月
に
は
、今
後
10
年
間
の

「
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
」や

「
ま
ち
の
姿
」と
い
っ
た
基
本
理
念
や

将
来
都
市
像
を
示
す《
基
本
構
想
》が

決
ま
り
、ま
た
、そ
の
構
想
で
掲
げ
ら

れ
た
５
つ
の
目
標
と
協
働
の
目
標
を

具
体
化
す
る
た
め
の《
基
本
計
画
》も

本
年
３
月
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

決
定
し
た
基
本
計
画
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
水
口
庁
舎
２
階
企
画
政

策
課
、
ま
た
各
支
所
で
も
見
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
協

働
で
す
。
私
た
ち
の
ま
ち
甲
賀
市
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○情報は
・NHK大津放送局から放送されます。
・県砂防課のホームページおよび携帯電話用のモバイル県庁では、６月１日から土砂災害警戒情報を補足する詳細情報で
ある土砂災害危険度情報（危険度分布図）を公開します。

　パソコン用アドレス： http://www.shiga-bousai.jp/dosya/info/SoilWarningInfo.html
　携帯電話用アドレス：http://www.shiga-bousai.jp/mobile/

○発表するのは
大雨警報発表時に、気象庁が作成する降雨予測に基づく指標が土砂災
害発生の基準を超えると予想される場合です。

○詳しい情報はお問い合わせを
県及び気象台が発表する情報は、土砂災害の発生が起こる可能性が生じ
た場合には、NHK大津放送局のテレビやラジオで「甲賀市」と報道され
ます。広域的な行政区域であることから、土砂災害警戒区域等の近接の
方は、詳しい情報を市役所（総務課または管理課、各支所）へお問い合
わせください。

○災害に備えて
万が一、土砂災害の発生するような危険な状況の場合は、区、自治会、
自主防災会等の地域の連携により、ご近所で声を掛けなが
ら最寄りの避難所に避難していただくことが大切です。その
ためには日頃から地域の状況や避難所等の確認しておくこ
とが必要です。

「
人
　

自
然
　

　

輝
き
つ
づ
け
る

　

あ
い
甲
賀
」の

　

実
現
に
向
け
て

総
合
計
画
基
本
計
画
を

公
表
し
て
い
ま
す

　

総
合
計
画
基
本
計
画
は
、
基
本

構
想
と
同
様
に
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る

た
め
１
月
１
日
か
ら
１
か
月
間
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
に

よ
る
意
見
募
集
を
行
い
、
1
2
0

件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
も
と
に
、
甲
賀
市
総
合
計
画
策

定
審
議
会
で
議
論
が
重
ね
ら
れ
、

そ
れ
に
よ
り
基
本
計
画
（
素
案
）

も
一
部
修
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
意
見
の
概
要
と
そ
れ
に

対
す
る
市
の
考
え
方
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
企
画
政
策
課
、
ま
た
各

支
所
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
結
果
公
表
中

　

〜
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

問
い
合
わ
せ
　

企
画
政
策
課 

企
画
政
策
担
当

☎
6
5
│

0
6
7
0　

℻
6
3
│

4
5
5
4

6月１日から発表します
土砂災害警戒情報

　この情報は,大雨警報発表時に大雨による土砂災害発生
の危険度が高まった市町を特定し、県と彦根気象台が共同
で発表するもので、これを受けて市では避難勧告等の災害
応急対応に、住民の皆さんには自主避難の判断等に利用し
ていただけます。

問い合わせ　
総務課　総合防災係　　☎65－0665　℻63－4554
管理課　道路河川担当　☎65－0722　℻63－4601　
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ロードサポーター
（市民の皆さん）

道路管理者
（市長）

安全な場所での
　　自主的な活動

道路の軽易な
　　　メンテナンス

道路状況提供
　　　　など
　　　　　　活動報告

資機材等の支給、貸与
傷害保険の加入
活動広報等
必要アドバイス

緊急対応

応急対応工事

　

農
地
転
用
等
の
許
認
可
業
務
は
本
年

4
月
、
滋
賀
県
知
事
か
ら
市
に
移
管
さ

れ
、
締
切
日
を
毎
月
20
日
と
し
て
運
用

を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
内
容
審
査
や
現
地
確
認
に

時
間
を
要
す
る
た
め
、
締
切
日
を
次
の

よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

　

許
可
申
請
等
の
締
め
切
り
を
毎
月
15

日
と
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
、
前
日
の

平
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
変
更
は
6
月
か
ら
運
用

し
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
許
可
書
等
は
翌
月
末
に
は
お

渡
し
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

甲賀市ロードサポーター制度快適な
道路環境づくりの
ためにご協力を

　市道は、現在約2,800路線、総延長約1,100㎞（貴生川
駅～東京駅を1往復する距離に相当）あり、国道や県道と
ともに、市内の道路ネットワークを形成しています。
　市では、特に地域住民の皆さんに身近な生活道路の管
理について、ロードサポーター制度を創設しました。快適
で安全な道路環境を保つため、皆さんのご協力をお願い
します。

問い合わせ　管理課　道路河川担当
☎65-0722　℻63-4601

●ロードサポーター制度とは？
自治会、企業等又は5名以上で構成される有志の団体のご協力によ
り、道路施設等の管理をしていただく制度です。
●どんな活動をするの？
道路施設等の穴埋め、陥没の補修、側溝の通水詰まりの清掃、凍結
防止材の散布、危険な箇所の通報などです。

農
地
転
用
申
請
等
の
締
切
日
が

　　　　　　

毎
月
15
日
に
変
わ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

☎
6
5
―
0
7
1
7

　
　
　
　
　
　

℻
6
3
―
4
6
0
1 問い合わせ　国県事業課　☎65-0726 ℻63-4601　

新名神高速道路に決定
　建設中の第二名神高速道路の正式名称が「新名神高速
道路」に決定しました。
　快適性や走行性に優れ、現名神高速道路の渋滞を緩和、
災害時の代替ルートにもなり、また産業の発展や文化交
流などの新しい機能を持つことから、「21世紀の新時代
にふさわしい道路」としてこの名称に決まりました。
　また、インターチェンジ等の名称も仮称から次のとお
り正式に決定しました。

※先月号の編集段階では、正式名称が発表されていなかったた
め、5月1日号の特集記事では、すべて仮称となっていました。

信楽インターチェンジ
甲南インターチェンジ
甲賀土山インターチェンジ
甲南パーキングエリア
土山サービスエリア

正式
名称
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４ 月に亀山市を震源に発生した地震は、甲賀

市にも緊張を走らせました。幕末の安

政元年には、やはり伊賀・伊勢地域を中心

とした大地震があり、甲賀郡にも大きな被

害が出たことが記録されており、他人事

ではすまされません。甲賀市は豊かな自

然に恵まれていますが、一方で地震や風

水害は自然の厳しさを改めて警告します。

　現在の琵琶湖の数倍あったという「古琵琶

湖」が残してくれた良質の陶土は信楽焼を生み

出しましたが、一方でそこに堆積した重粘土質の土

壌は、農作業に大きな労苦を与えました。自然と私達の暮らしは

良くも悪くも強い結びつきのなかにありましたが、最近はその事

実を忘れがちです。

　甲賀市史第１巻は原始・古代を対象としていますが、まずは長

く豊かな歴史が刻まれた市域の自然、とくに大地をつくる地質に

目を向けます。山地をつくる中・古生層の固い岩、火山のマグマ

によってつくられた花こう岩類、暖かい海の貝の化石が出る鮎河

層群、そして杣川や野洲川で次々と見つかったゾウの足跡化

石で知られる古琵琶湖層群など、甲賀市の特徴的な地質を中

心に紹介しながら、自然と私たちの暮らしの接点をさぐりま

す。まず足下から見つめ直す。甲賀の歴史の第一歩です。

第20回

足もとの自然を
みつめる

歴史文化財課　市史編さん室
 ☎ 86-8075  ℻ 86-8216

問い合わせ

n
フ
ィ
ー
ル
ド
に
地
層
を
探
る

　

天
正
13
年
（
１
５
８
５
）、
甲

賀
武
士
の
改
易
の
後
、
甲
賀
支

配
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
築
か
れ

た
城
が
「
水
口
岡
山
城
」
で
す
。

豊
臣
秀
吉
政
権
下
に
甲
賀
町
滝

出
身
の
中な
か
む
ら村

一か
ず

氏う
じ

が
初
代
城
主

に
命
じ
ら
れ
、
築
城
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
『
近お
う
み江

與よ

地ち

志し

略り
ゃ
く』に

よ
れ
ば
、

本ほ
ん
ま
る丸

を
は
じ
め
四
つ
の
郭
く
る
わ

か
ら

な
り
、
西
麓
か
ら
本
丸
に
至
る

「
大お
お
て手

」
と
東
麓
か
ら
本
丸
に
通

ず
る
「
搦か
ら
め
て手
」
の
道
が
あ
っ
た

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
岡
山
城
の
姿
は
、

近
世
の
絵
図
の
中
に
も
登
場
し

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
水
口
岡

山
城
の
様
子
を
詳
し
く
う
か
が

い
知
る
絵
図
は
、
京
都
大
工
頭

中
井
家
に
伝
わ
る
史
料
「
水み
な
く
ち口

古こ

ず図
」
の
中
に
見
え
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
、
岡
山
城
の
本
丸

の
内
部
に
「
天
守
」
の
建
物
が

あ
り
、
そ
の
規
模
を
記
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
岡
山
城
の
山

麓
に
枡ま
す
が
た型

状
の
虎こ
ぐ
ち口

が
３
箇
所

設
け
ら
れ
、
天
守
に
至
る
３
本

の
道
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
築
城
に
あ
た
っ
て
は
、

三み
く
も雲

城じ
ょ
うや

大お
お
み
ぞ溝

城じ
ょ
うな

ど
の
古
材

が
使
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
大

溝
城
か
ら
の
搬
出
状
況
は
、「
西

川
文
書
」（『
蒲
生
郡
志
』
所
収
）

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

豊
臣
秀
吉
の
家
臣 

長な
が
の野
正ま
さ
か
つ勝

が
監
督
を
勤
め
、
西に
し
か
わ
そ
う

川
宗
兵べ

え衛

と
間ま
み
や宮

與よ

左ざ

衛え
も
ん門

等
を
奉
行
と

し
て
大
溝
城
の
解
体
が
行
わ
れ
、

水
口
岡
山
城
へ
の
移
築
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

　

運
搬
経
路
は
、
大
溝
城
か
ら

琵
琶
湖
を
舟
で
運
び
、
巨
材
は

野
洲
の
江
頭
を
経
由
し
、
野
洲

川
を
利
用
し
て
水
口
へ
と
運
ば

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
小
材
や
瓦
類
は
各
地
の

人
夫
を
徴
発
し
て
近
江
八
幡
の

船
木
よ
り
水
口
の
下
山
ま
で
陸

路
で
運
ば
れ
た
こ
と
が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

郡
域
を
越
え
て
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
規
模
で
推
し
進
め
ら
れ

た
水
口
岡
山
城
の
築
城
と
そ
こ

に
秘
め
ら
れ
た
数
々
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
。

　

中
村
一
氏
が
精
力
を
注
ぎ
込

ん
だ
水
口
岡
山
城
と
そ
の
城
下

町
に
は
今
も
大
原
町
、
滝
町
、

池
田
町
な
ど
の
町
名
が
見
ら
れ
、

か
つ
て
中
村
一
氏
が
甲
賀
町
滝

周
辺
の
村
々
か
ら
住
民
を
移
住

さ
せ
た
そ
の
名
残
を
伝
え
て
い

ま
す
。

　

甲
賀
の
主
邑
「
水
口
」
で
大

き
な
都
市
計
画
が
進
め
ら
れ
、

近
世
東
海
道
水
口
宿
の
繁
栄
の

礎
を
築
い
て
ゆ
く
の
で
す
。

m水口古図（旧幕府京都大工頭「中井家文書」より）

23

水口岡山城の時代（Ⅱ）

問
い
合
わ
せ 

歴
史
文
化
財
課

 

☎ 
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8
0
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6

 

ＦＡＸ 

8
6
─

8
2
1
6

m水口岡山城出土瓦
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甲賀市の
14

大切な

自然自然自然
甲賀市内にすむ

絶滅が心配される動植物や
それらを育む大切な
自然についての連載です

ホタルの飛ぶ
水辺

みなくち子どもの森自然館
1 63-6712　FAX 63-0466

4日㈪、11日㈪、18日㈪、25日㈪
6月の
休園日

次
号（
7
月
１
日
号
）は
、信
楽
町
文
化
協
会
の
予
定
で
す
。

今
回
は
、
水
口
町
文
化
協
会
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
始
む
よ
り
止
め
る
決
断
つ
け
が
た
く
老
い
故
淋
し
大こ

正と

琴
止
め
る
と
き
 

東
　
　

み
き

・
か
な
わ
ぬ
と
知
り
つ
つ
夢
を
ひ
た
す
ら
に
老
い
の
願
い
を
鈴
ふ
り
祈
る
 

中
島
　

た
き

・
意
思
強
く
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
歩
行
練
習
病
院
の
廊
下
を
い
っ
た
り
き
た
り
 

治
武
　

美
代

・
頂
き
し
玩
具
を
曽ひ

孫こ

は
余
念
な
く
使
い
わ
け
つ
つ
手
を
た
た
き
お
り
 

山
田
美
代
子

・
あ
ち
こ
ち
で
地な

震い

の
報
道
聞
く
た
び
に
い
つ
我
が
地
も
と
か
思
い
戦お
の
の

く
 

鈴
木
　

貞
子

・
ス
ー
パ
ー
に
並
べ
る
野
菜
旬
は
な
く
我
が
家
の
大
根
土
の
匂
い
て
 

竹
田
　

貞
子

・
銀
盤
の
華
麗
な
る
舞
に
息
を
の
む
感
動
の
演
技
逆
転
に
湧
く
 

大
野
　

澄
子

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
迎
え
し
ド
イ
ツ
青
年
に
老
い
は
贈
れ
り
浴
衣
に
扇
子
 

渡
辺
　

久
江

・
遠
き
日
の
思
い
こ
も
ご
も
た
ぐ
り
つ
つ
賀
状
何
度
も
読
み
返
し
居
り
 

今
村
　

寿
賀

・
さ
わ
や
か
に
目
醒
め
し
朝あ
し
た

ス
ム
ー
ズ
な
手
足
の
動
き
に
幸
せ
覚
ゆ
 

安
楽
　
　

忍

・
ウ
イ
ン
ド
は
若
草
色
に
装
い
て
春
待
つ
心
に
ほ
ほ
え
み
か
け
る
 

田
中
と
も
子

・
名
残
り
雪
な
き
山
々
は
春
か
す
み
う
ぐ
い
す
の
声
今
だ
き
こ
え
ず
 

山
脇
　

敦
子

・
ひ
と
日
ご
と
花
開
く
数
増
え
ゆ
き
て
華
や
ぎ
見
せ
る
こ
ぶ
し
咲
く
庭
 

岨
中
　

民
子

・
暖
冬
の
証
か
弥
生
入
り
て
早
や
初
掘
り
竹
の
子
夕ゆ
う
げ餉
の
一ひ
と

品し
な

に
 

林
田
美
代
子

・「
バ
イ
バ
イ
」
と
母
に
抱
か
れ
て
小
さ
き
手
を
ふ
る
幼お
さ
な
子ご

の
笑
顔
い
と
し
き
 

伴
　
　

そ
の

〔写真上〕ゲンジボタル：
体長1.5センチ前後と大きい。2
～3秒の間、ボーッと連続して
光っては消える。

〔写真下〕ヘイケボタル：
体長1センチ弱と小さい。チカ
ッ、チカッと点滅を繰り返す。

　皆さんがご存じのホタル。市内には、まだ観察できる場所が結構あり、地域の方が
大切にしておられます。ゲンジボタルとヘイケボタルが有名ですが、それぞれどんな
環境にすむのでしょう？
　ゲンジボタルは５月下旬～６月頃に成虫が現れます。幼虫は主に巻き貝（カワニナ
など）を餌としており、緩やかな小川や小河川に見られます。川の水質は、少し汚れ
ていて良いのですが（カワニナは有機物のたまる場所に多い）、冬に干上がったり、夏
に生温かくなる川には住みません。山からの水や湧き水の量が安定していることがポ
イントです。また、土中で蛹

さなぎ

になること、コケや草の根際に卵を産むことから、川岸
に土の部分が必要です。さらに、成虫が止まる草木や、ライトの当たらない暗闇（木
陰など）も必要です。
　ヘイケボタルはゲンジより遅く、６月から夏にかけて成虫が現れます。水田や流れ
のほとんどない溝に幼虫がすみますが、水田や溝の排水がよくなったことと、人工の
光に惑わされやすくオス・メスの交信ができないため、最近、ヘイケの方が減っています。
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●秘書広報課 ☎65-0675／FAX63-4619
ここでは地域の話題を紹介しています。
皆さんからの情報提供をお待ちしています。

n

�

勇
壮
に
川
を
渡
る
御
輿

　
　茶摘みの季節となった５月７日㈪、市内の小中学校など
では、土山産のお茶を使った献立が給食に登場しました。
　献立は、「青菜のごま和え」にお茶の葉を混ぜたもの。
「緑茶はダイオキシンをはじめ、様々な発ガン物質を体外
へ排せつする作用や、かぜのウイルスをよせつけない力が
あるといわれています。」と児童たちが説明を聞きながら、
給食をいただく小学校もありました。
　地元でとれた農産物がこれからも給食に取り入れられ、
子どもたちに味わってもらいたいものです。

　

土
山
に
あ
る
瀧た

ぎ樹
神
社
で
５
月
３
日（
木
）、
国
選
択
無

形
文
化
財
の
ケ
ン
ケ
ト
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

ケ
ン
ケ
ト
踊
り
は
、
地
元
の
子
ど
も
が
背
丈
と
同
じ
く

ら
い
の
大
き
な
羽
根
飾
り
を
頭
に
つ
け
、「
ケ
ン
ケ
ト　

ケ

ン
ケ
ン
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
片
足
で
飛
び
跳
ね
る
踊

り
で
、
当
日
は
多
く
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
が
伝
統
の
祭
礼

を
楽
し
み
ま
し
た
。（
表
紙
写
真
）

　

一
方
、
祭
礼
の
行
列
の
先
頭
に
は
約
70
年
ぶ
り
復
元
さ

れ
た
「
日ひ

鉾ぼ
こ

」「
月つ

き
ぼ
こ鉾
」「
矢や

鉾ぼ
こ

」
の
傘
鉾
３
基
も
お
披
露

目
さ
れ
、
華
や
か
な
祭
り
を
一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
祭
り
で
は
御
輿
も
奉
納
さ
れ
ま
す
が
、
野

洲
川
を
渡
る
御
輿
が
見
ど
こ
ろ
で
、
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン

が
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
い
ま
し
た
。

新
調
の
鉾
も
お
披
露
目

　
　
　

ケ
ン
ケ
ト
祭
り

土山産のお茶が給食に

n

�忍術村からは「くの一」も駆けつけ啓発品を配布

春の野山を歩く〜甲賀流忍者の里山ウォーク〜

交通安全戦隊
カクニンジャー参上
　　　〜春の交通安全啓発〜

　５月11日㈮から行われた春の交通安全運動のオープニ
ング啓発が、甲賀湖南交通安全協会の主催で湖南市の三
雲ドライブインで行われました。
　この日は、交通安全協会、甲賀署他、関係者約70人が
国道１号を走るドライバーに交通安全を啓発し、交通安
全協会パトロール隊員が「カクニンジャー」に変身、忍
法「交通安全、確認じゃ（忍者）」と声を合わせ、交通マナー
の向上を呼びかけました。
　また、啓発では甲賀署に贈られた手作りのミニチュア
「ペットボトル蛙」が配られ、交通安全を願いました。
　交通マナーを守らなければ、カクニンジャーがやって
くるかも、これからも安全運転を心がけたいものです。

n�

約
70
年
ぶ
り
に
新
調

さ
れ
た
3
基
の
傘
鉾

n

�お茶の葉を見つけ楽しそうに給食を
いただく児童たち（甲南第一小学校）
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●秘書広報課 ☎65-0675／FAX63-4619
ここでは地域の話題を紹介しています。
皆さんからの情報提供をお待ちしています。

　甲賀流忍者の里山ウォークが４月29日（日・祝）、行われ、
市内をはじめ、遠くは和歌山から112名が参加、春の甲賀路
を楽しみました。
　これは、忍者の里である甲南町・甲賀町の両観光協会が初
めて合同で主催したものです。JR甲南駅を出発し、終点の
甲賀駅まで、忍術屋敷や忍術村など甲賀忍者ゆかりの名所を
巡るコースで、約14キロの道程にもかかわらず参加者の皆さ
んは健脚ぶりを見せていました。
　昼食では、たけのこご飯とたけのこのみそ汁で旬を味わい、
ウォークを終えた皆さんからは、「ごはんもおいしく、日ご
ろの疲れが癒された」「ガイドがよく、地元でも初めて知る
ことがあった」と春の一日を満喫していました。

春の野山を歩く〜甲賀流忍者の里山ウォーク〜

n

�

特
産
品
の
販
売
も
行
わ
れ

お
土
産
を
買
う
参
加
者
も

3
必
要
と
し
て
く
れ
る
人
が

い
る
限
り
作
り
続
け
た
い

岡
根
製
作
所　

竹
も
の
さ
し
職
人

岡お
か

根ね　

勝ま
さ
る

さ
ん
（
甲
南
町
竜
法
師
）

地域で活躍されている元気な方
を紹介するコーナーです。

　

ど
こ
か
懐
か
し
く
温
か
み
の
あ
る

「
竹
も
の
さ
し
」。
最
近
で
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
な
ど
の
普
及
で
あ
ま
り
見

か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
竹
は
一
本
一
本
、
形
が
違
い
ま

す
。
作
業
は
細
か
い
し
手
間
も
か
か

り
ま
す
。」
と
語
る
の
は
、
こ
の
道
ひ

と
筋
45
年
、
竹
も
の
さ
し
職
人
の
岡

根
勝
さ
ん
。

　

竹
も
の
さ
し
は
、
温
度
に
よ
る
伸

縮
が
少
な
く
、
適
度
に
し
な
り
手
に

な
じ
む
こ
と
か
ら
現
在
で
も
需
要
が

あ
り
ま
す
が
、
全
国
で
は
同
業
者
が

な
く
、
現
在
手
作
り
さ
れ
て
い
る
の

は
、
こ
こ
岡
根
製
作
所
だ
け
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
注
文
が
あ
り
、
北

は
青
森
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
各
地

に
発
送
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

岡
根
さ
ん
は
、
一
般
用
の
ほ
か
、

和
・
洋
裁
、
焼
き
物
、
材
木
、
新
聞

用
な
ど
用
途
に
応
じ
た
特
殊
な
目
盛

り
の
つ
い
た
、
そ
の
道
の
プ
ロ
が
使

う
も
の
さ
し
も
製
造
さ
れ
て
い
ま

す
。「
ど
こ
に
も
売
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
、
大
切
に
使
っ
て
い
ま
す
、
と

い
う
礼
状
を
い
た
だ
く
と
、
作
り
が

い
が
あ
り
ま
す
。
い
い
加
減
な
も
の

は
作
れ
ま
せ
ん
。」
と
岡
根
さ
ん
。

　

ま
た
最
近
で
は
、
本
来
の
「
計
る
」

用
途
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
商
工
会

と
協
力
し
て
和
紙
の
ケ
ー
ス
に
も
の

さ
し
を
入
れ
た
土
産
品
の
売
り
出
し

も
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。「『
計
り
』

と
し
て
の
代
わ
り
は
い
く
ら
で
も
あ

る
。
需
要
が
減
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

発
想
の
転
換
が
必
要
。
ア
イ
デ
ア
を

も
ら
っ
た
ら
試
作
は
い
く
ら
で
も
し

ま
す
よ
。」
と
新
作
に
も
意
欲
的
で

す
。

　

後
継
者
の
問
題
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、「
う
ち
の
も
の
さ
し
で
な
い
と
ア

カ
ン
、
と
言
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る

限
り
、
作
り
続
け
て
い
き
た
い
。」
と

笑
顔
で
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
古
来
の
「
竹
も
の
さ
し
」、
い

つ
ま
で
も
大
切
に
受
け
継
が
れ
て

い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

苗
も
子
ど
も
も
す
く
す
く
育
て
！

〜
貴
生
川
小
学
校
５
年
生
・
田
植
え
体
験
よ
り
〜

　
「
き
ゃ
〜
っ
、
カ
エ
ル
〜
! !
」「
助
け
て
、
足
が
抜
け
へ
ん
！
」

晴
天
の
５
月
９
日
（
水
）、
小
学
校
の
『
み
ん
な
の
田
ん
ぼ
』

は
と
て
も
賑
や
か
で
し
た
。
田
植
え
体
験
は
ほ
と
ん
ど
の
児
童

が
初
め
て
で
、「
苗
は
根
を
切
ら
な
い
よ
う
に
優
し
く
分
け
て
、

３
本
ず
つ
植
え
ま
し
ょ
う
。」
と
先
生
か
ら
説
明
を
聞
く
と
、

お
っ
か
な
び
っ
く
り
足
を
田
ん
ぼ
へ
─
─
。
心
配
そ
う
に
の
ぞ

き
こ
む
後
半
の
子
た
ち
に
、
先
に
入
っ
た
子
は
、「
ふ
わ
っ
と

し
て
て
気
持
ち
い
い
。」
と
土
の
感
触
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

先
生
は
お
な
じ
み
の
中
西
弥
一
郎
さ
ん
。「
少
々
曲
が
っ
と
っ

て
も
、
手
で
刈
る
か
ら
大
丈
夫
。」
と
余
裕
の
笑
顔
で
子
ど
も

た
ち
を
頼
も
し
そ
う
に
見
守
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
も
っ
と
苗
ち
ょ
う
だ
い
。」と
追
加
で
植
え
た
り
す
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
コ
ツ
を
つ
か
ん
だ
様
子
。
短
時
間
で
田
ん
ぼ
一
面
、
涼
し
げ
に
苗
が
並
び
ま
し
た
。

　

キ
ラ
キ
ラ
光
る
水
田
を
バ
ッ
ク
に
生
き
生
き
と
輝
く
子
ど
も
の
笑
顔
─
─
今
年
も
た
く
さ
ん
の
も
ち
米
が

元
気
に
育
っ
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
！

n

�

20
以
上
も
の
工
程
を
家
内
工
業
で

手
が
け
る
岡
根
さ
ん

n

最初はおっかなびっくりでしたが…

寄
稿 

前
ま
ち
か
ど
特
派
員

　
　

杉す
ぎ
や
ま山　

祐ゆ
う

子こ
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対　　象■市民の皆さん
指 導 者■市内体育館指導員（４名）
外部講師■保育士有資格者（3名）
開催内容■年齢別に応じたニュースポーツを中心とし

た内容【別表】
保　　険■任意とします。
申込方法■申込場所に備え付けの用紙に必要事項をご

記入のうえ、お申し込みください。

　市内には2，943人の外国籍の方がお
住まいで（昨年12月末時点）、総人口の
約3％を占めています。市では、アメリカの
3都市、韓国の1都市と姉妹都市提携を
結び、友好交流を盛んに行っていますが、
文化や言葉の違いから外国人に対する
理解不足が生まれたり、また、市内で暮ら
す外国人の方が不自由に感じたりするこ
とも多々あり、国際化の進んだ甲賀市に
はまだまだ至っていない状況です。
　こうしたことから、（仮称）甲賀市国際化
推進懇話会を立ち上げ、市民の皆さんと
の協働手法で甲賀市の国際化にむけた
方針づくりを行います。このため、懇話会
委員とワークショップメンバーを左記のと
おり募集しますのでぜひご応募ください。

問
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せ

市
民
活
動
推
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流
推
進
グ
ル
ー
プ

☎
6
5
│

0
6
0
4　

℻
6
3
│

4
5
5
4

一緒に考えませんか？
●
懇
話
会
委
員

　

5
回
程
度
の
会
議
と
各
部
門

別
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
ご
参
加
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た
だ
き
、
国
際
化
推
進
方
針
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つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
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募
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員
3
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度
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化
、
国
際
理
解
、
多
文
化
共

生
に
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お
も
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記
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の
う
え
併
せ
て
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提
出
く
だ
さ
い
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だ
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加
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だ
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あ
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【
申
込
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格
】
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歳
以
上
の
市
内
在
住
ま

た
は
在
勤
の
方

【
申
込
方
法
】
市
民
活
動
推
進
課
に
備
え

付
け
の
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
直
接
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
F
A
X
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】
6
月
20
日（
水
）

第1弾

　市民の皆さんが継続的にスポーツを行うことにより、健康づくりのきっかけと

なるようスポーツ教室を開催します。また、健康づくりについての

自主自立をめざし総合型地域スポーツクラブへの推進に努めます。

問い合わせ　生涯スポーツ課　スポーツ振興係　☎86-8023　℻86-8380

申込期間■６月１日（金）～15日（金）
　　　　　（親子教室は６月８日（金）まで）
　　　　　定員を超えた場合は抽選

申込場所■水　口　体　育　館 ☎62-9589
　　　　　土　山　体　育　館 ☎66-0091
　　　　　甲南B＆G海洋センター ☎86-6971
　　　　　甲賀共同福祉センター ☎88-2190
　　　　　信 楽 中 央 公 民 館 ☎82-8075

教室名 会場 開催期間・回数 曜日 時間 定員 受講料(円) 　対象者（甲賀市在住）

シ
ル
バ
ー

水口わくわく健康教室 岩上体育館 6/20 ～ ８/８・8 回 水 10：00～ 11：30 25人 2,000
概ね60歳以上の方信楽わくわく健康教室 信楽体育館 6/19 ～ 12/4・20回 火 10：00～ 11：30 25人 5,000

土山わくわく健康教室 土山体育館 6/21 ～ 8 / 9・ 8回 木 10：00～ 11：30 25人 2,000

親
子

土山親子体操教室（3歳） 土山体育館 6/19 ～ 8 / 7・ 7回 火 10：00～ 11：30 20組 2,800
※2・3歳児とその保護者信楽親子体操教室（2歳） 信楽体育館 6/20 ～ 8 / 1・ 7回 水 10：00～ 11：30 20組 2,800

信楽親子体操教室（3歳） 信楽体育館 6/21 ～ 8 / 2・ 7回 木 10：00～ 11：30 20組 2,800

成
人 信楽元気はつらつ教室 信楽体育館 6/21 ～ 8 / 9・ 8回 木 20：00～ 21：30 20人 2,000 18歳以上の方
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みなくち子どもの森
を歩こう

「木に咲く花～卯の花を見よう～」
　みなくち子どもの森を歩きながら自
然観察します。卯の花とも呼ばれるウ
ツギの花や、他にもネジキやソヨゴな
ど、白い樹々の花を楽しめます。

日　時／ 6月3日（日）14：00〜
約1時間　小雨決行

集合場所／みなくち子どもの森自然館前
対　象／子ども～大人　園路を約 1 時

間歩ける方（団体不可）
※申し込みは不要です。野外を歩く服
装と靴で上記集合場所へおいでくだ
さい。

問…みなくち子どもの森自然館
263-6712　563-0466

公開 “共育” 講座
日　時／ 6月22日（金）10：30〜12：00
場　所／日本基督教団　水口教会　会堂

（水口町城東 3-21）
テーマ／現

い ま

在、子どもたちが求めている
もの

講　師／斎
さいとう

藤惇
あ つ お

夫氏（児童文学作家）

問…水口幼稚園
262-0329　562-0334

第16回鈴鹿馬子唄全国大会
いよいよ開催

　全国各地から140名を超える出場者
の皆さんが、「鈴鹿馬子唄日本一」をめ
ざし競い合います。地元甲賀市からは
少年・少女の部に5名、一般の部に8名
が出場されます。

日　時／ 6月17日（日）9：00〜
場　所／あいの土山文化ホール
ゲスト／つくだ貞

さ だ お

夫（日本コロムビア）
成
な る せ

世　昌
しょうへい

平
　　（日本クラウンレコード）

入場料／無料
※詳しい日程は大会前に有線放送等で
お知らせします。

問…あいの土山文化ホール
266-1602　566-1603

市民ギャラリ−
『深

み ゆ き

雪アートフラワー』作品展
　白い布を染め作られた、野山の花や
バラ・ランなど、世界でたった一つの
花が個性豊かな表情であなたをお待ち
しています。ぜひお越しください。

期　間／ 6月4日（月）〜29日（金）
平日の8：30〜17：15

場　所／土山支所１階ロビ−
内　容／アートフラワー作品

問…土山支所
266-1101　566-1564

天　体　観　望　会
6月9日（土）　「美の女神星　金星」

　金星は太陽、月に次いで明るく見え
ることから、明け方に見える星を「明
けの明星」、夕方に見える星を「宵（よ
い）の明星」と呼ばれ親しまれています。
明け方の東の空や、夕方の西の空に大
変明るく輝いています。
　古代ローマの人々は、その美しい姿
に、美の女神「ヴィーナス」の名を付
けました。

場　所／かふか生涯学習館
時　間／ 19：30〜21：30

（天候不良の場合は中止）
受　付／下記までお電話ください

問・申…かふか生涯学習館
288-4100　588-5055

水口スポーツの森へ行こう
●6月の催し

甲賀市民スタジアム 多目的グラウンド

※時間は変更される場合があるため掲載してい
　ません。

日 曜日 大　会　名

2 土 近畿少年甲賀支部予選

3 日 近畿少年甲賀支部予選（予備日）

9 土 滋賀県学童軟式野球大会総合開会式

10 日
滋賀県学童軟式野球大会総合開会式

（予備日）

日 曜日 大　会　名

2 土 クラブユースU-15関西大会

3 日 全国障害者スポーツ大会

9 土 第23回滋賀県ゲートボール選手権大会

10 日 第23回滋賀県ゲートボール選手権大会

17 日 県民体育大会予選（グランドゴルフ）

19 火 水口町ゲートボール連盟春季大会

24 日 県委員長杯（サッカー）

飲酒運転　しない　させない　見逃さない

管のどこかで水漏れがあります。水漏
れがある場合は指定給水装置工事事業
者に、修繕を依頼してください。

◎転居や使用者を変更される場合は、
名義変更届の手続きを事前にお願いし
ます。休日の開栓は受け付けていませ
ん。
◎検針にご協力を
メータの上に駐車されていて検針でき
ない場合があります。その際はお車の
移動をお願いします。
問…上水道業務課　営業係

286-8014　586-8032

　6月1日から7日までは第49回水道週
間です。私たちが毎日使用している水
道水は、生活に欠かせないものですが、
無限のものではありません。一人ひと
りが水を大切にする心
がけが肝心です。この
機会にあらためて水の
大切さについて考えて
みましょう。

◎漏水していませんか？
蛇口を全部閉めてメーターのパイロッ
トが動いていないか確認してくださ
い。 パイロットが動いていると給水

水道週間「水道が  うるおす日々の  健やかさ」
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労働相談窓口の開設
　社会保険労務士による無料相談窓口
を開設します。
　解雇、賃金、年金、保険など労働に
関するあらゆる相談をお受けします。

日　時／ 6月13日（水）14：00〜16：00
場　所／水口社会福祉センター 2階

（水口税務署北隣）
受　付／電話予約（先着4名）
※予約なしにお越しいただいても結構
　ですが、予約のある方を優先します。

問・申…商工観光課　労政担当
265-0710　563-4087

甲南Ｂ＆Ｇ海洋センター
プールオープン

期　間／ 6月23日（土）〜8月19日（日）
入水時間／①9：30 ～ 12：00

②13：00 ～ 17：00
入場料／大人：100円

小人：50円（中学生以下）
休館日／月曜日、祝日の翌日

※小学校３年生以下の方のプール利用
は、保護者の同伴とします。
※乳児（おむつ使用）の入水はできませ
ん。
※水質管理上、入水を制限することが
あります。

問…甲南Ｂ＆Ｇ海洋センター
286-6971　586-6984

甲南中央運動公園
トレーニングハウス
初回使用者講習会
毎月第 3 火曜日 19：00 〜 21：00
毎月第 3 土曜日   9：30 〜 11：30
どちらか都合の良い日で受講ください。
受講料：500 円 ( 事前申込必要です。)

日　時／ 6月16日（土）  9：30〜11：30

19日（火）19：00〜21：00

問・申…甲南B&G海洋センター
286-6971　586-6984

第21回全国スポーツ・レクリエーション祭（スポレク滋賀2008）
2008年10月18日（土）〜21日（火）開催

ターゲットバードゴルフ〈水口スポーツの森〉バウンドテニス〈土山体育館〉

弁護士による無料法律相談
＊事前予約が必要です。
＊相談はどなたでも受けられます。

■水口町商工会
日　時／ 6月15日（金）13：00〜16：00
場　所／水口商工会館２階

問・申…水口町商工会
262-1676　563-1052

■甲南町商工会
日　時／ 6月21日（木）13：00〜16：00
場　所／甲南町商工会館２階

問・申…甲南町商工会
286-2016　586-5818

職業生活設計セミナー
●利口な社会保険受給のために
日　時／ 6月15日（金）18：00〜20：00
場　所／草津市立サンサンホール

（草津市大路2丁目11-15、草
津駅東口より徒歩15分）

内　容／公的（退職老齢）年金の意義、
働き方と収入、年金受給の手
続き、雇用保険の概要、退職
後の医療と公的年金の源泉徴

収などの説明

●心豊かにいきるために
日　時／ 6月22日（金）13：30〜15：00
場　所／滋賀高齢期雇用就業支援コー

ナーセミナー室（大津市梅林
１丁目3-10　JR大津駅前滋
賀ビル8階）

内　容／生きがいと充実感のある生活
を送るために、自らが生きが
いを創り出していきましょ
う。

●楽しい健康法 ― 元気の出る生活
日　時／ 6月29日（金）13：30〜15：00
場　所／アクティ近江八幡（近江八幡

市鷹飼町南4丁目4-5）
内　容／生きがいと充実感のある生活

を送るためには、誰もが健康
でありたいものです。自らの
健康に気づき、楽しい健康法
を考え、元気の出る生活につ
なげます。

●知っておきたい年金の知識
日　時／ 7月6日（金）13：30〜15：30

個別相談会　15：30〜16：30
場　所／滋賀高齢期雇用就業支援コー

ナーセミナー室（大津市梅林1
丁目3-10　JR大津駅前滋賀
ビル8階）

内　容／生きがいと充実感のある生活
を送るためには、定年前の心
の準備として年金を活用した
生活設計が望まれます。

【すべてのセミナーの共通事項】
受講料／無料
定　員／各日先着20名

個別相談会は4名
申込方法／前日までに電話、FAXで住

所、氏名、年齢、電話番号を
下記までお知らせください。

問・申…（社）滋賀県雇用開発協会
滋賀高齢期雇用就業支援コーナー

2077-527-2201
5077-527-2230

定年退職者の元気創造
プロジェクト事業

　～シニアの経験、知識、技能を
　　　　　地域ニーズに活かそう～
　ライフステージ支援ネットワーク
は、県から委託を受け、シニア人材バ
ンクを運営しています。あなたの経験、
知識、技能の当人材バンクへの登録を
お待ちしています。巡回登録会をはじ
めフォーラムや交流会等を開催するこ
とをお待ちしています。あなたのネッ
トワークづくりに活用してみません
か。

問…特定非営利活動法人
滋賀県・ライフステージ
支援ネットワーク
2077-521-3977
5077-521-3954

平成19年度国家公務員
採用Ⅲ種試験（高校卒業程度）

職　種／行政事務、税務、機械、土木、
林業

受験資格／昭和61年4月2日から平成2
年4月1日までに生まれた者

申込受付期間／ 6月26日（火）～
 7月3日（火）

第１次試験日／ 9月9日（日）
試験地／京都市、福知山市、大阪市、

神戸市、奈良市、和歌山市、
田辺市

※申込用紙、受験案内は現在配布して
います。

問・申…人事院近畿事務局
206-4796-2191(試験係)

206-4796-2199
　　　(24時間テレホンサービス)
506-4796-2188
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6月の１日社会保険
相談所の開設

　6月の1日社会保険相談所の開設日
は次のとおりです。

日　時／ 6月14日（木）
　（予約制になっていますので、事前に草津
社会保険事務所へ申し込みをお願いします。）

場　所／水口社会福祉センター
2階　中会議室

持ち物／年金手帳・年金証書・雇用保険
証または受給者証・過去に勤務
した会社等の職歴メモ・認印

問…草津社会保険事務所
2077-567-1311　
2077-567-1383（予約専用）

市役所保険年金課
265-0688　563-4618

（市役所へは予約申込みできません）

暴力団にかかわる
無料相談所開設

　交通事故示談、債権取り立て、不動
産の売買、家屋の賃貸等の民事問題、
その他因縁をつけての金品要求など、
困りごとについて弁護士や専門の相談
員が親切に対応します。秘密は厳守し
ます。

日　時／ 6月8日（金）13：00〜16：00
場　所／甲賀広域行政組合　会議室
　　　　（水口町本丸1番20号）

問…（財）滋賀県暴力団追放推進センター
2/5077-525-8930
生活環境課　生活交通担当
265-0686　563-4582

法　律　相　談
日　時／ 6月21日（木）13：00〜16：00
場　所／市役所甲南庁舎
※６月７日（木）８：３０から予約受付
日　時／ 6月28日（木）13：00〜16：00
場　所／水口社会福祉センター
※６月14日（木）８：３０から予約受付
定　員／ 6名（1人30分）
申込方法／相談は予約制です
相談日の２週間前から電話・来所によ
り先着順です。
予約先／甲賀市社会福祉協議会

水口社会福祉センター 2階
予約電話番号／ 62-8085
相談員／滋賀県弁護士会所属の弁護士
※相談は無料で秘密は厳守します。

問…甲賀市社会福祉協議会
262-8085　563-2021
社会福祉課
265-0700　563-4085

日本スポーツマスターズ2007　びわこ大会
甲賀市民スタジアム 2007.9.15（土）〜16（日）

甲賀中央公園野球場 2007.9.15（土）

こうか市民活動ネット
ワーク総会・講演会
多くの方のご参加をお待ちしています
　このネットワークは、甲賀市で様々
な活動をされているＮＰＯ、市民活動
団体の皆さんの情報交換の場をつく
り、行政などとパートナーシップでま
ちづくりを進めていこうと一昨年10
月に立ち上がりました。
　甲賀市を愛し、地域づくりに情熱を
持っている人、甲賀市でボランティア
や市民活動を始めたい人、またすでに
活動をしている人やグループなどどな
たでもご加入いただけます。
　第2部では、市民活動支援と、市民と
行政の協働について理解を深めます。

日　時／ 6月16日（土）13：30〜
場　所／土山町　開発センター集会室
内　容／
第1部　市民活動ネットワーク総会
第2部　市民活動ネットワークからの発信
※手話通訳、要約筆記が必要な場合は
6月7日（木）までにご連絡ください。

問・申…市民活動推進課
265-0604　563-4554

今年は「商業統計調査」の年です
あなたの事業所も対象です。

　６月１日を基準日として、全国一斉
に商業統計調査が行われます。卸売業・
小売業を営む事業所が調査の対象です。
　５月下旬から調査員がお伺いしてい
ます。
　調査員は「調査員証」を必ず携行し
ていますので、ご確認のうえ調査にご
協力ください。

問…企画政策課
265-0670　563-4554

市営駐車場の利用者募集
受付期間／ 6月1日（金）〜15日（金）

（土・日を除く9：00〜17：00）
使用開始日／ 7月1日（日）
■JR油日駅前駐車場
受　付／ 7：00 ～ 17：00
問…油日駅を守る会

288-5879（直接お問い合わせください。）

■JR甲南駅前駐輪場
受　付／ 6：15 ～ 9：15、13：00 ～　

14：00、18：30 ～ 20：30
問…甲南駅前駐輪場

286-0590（直接お問い合わせください。）

平成19年度交通遺児
奨学生募集

　（財）交通遺児育成会の奨学生募集
には、進学前に奨学金の貸与を予約す
る予約募集（高校・大学・専修学校・
各種学校）と進学後に申し込む在学募
集があります。
　奨学金の種類と貸与額については、
下記までお問い合わせください。

応募資格／保護者等が自動車事故や踏
切事故など、道路における交通事故で
死亡したり、重い後遺障害のために働
けず、経済的に修学が困難な生徒・学
生であること。（申込時29歳までの人）
奨学生の種類／

・高等学校・高等専門学校奨学生
・大学・短期大学奨学生
・大学員奨学生
・専修学校・各種学校奨学生

申込方法／応募書類は、本会奨学課に
電話でお申し込みください。該当する
学校の「奨学生募集案内・願書」を郵
送します。（各学校にも配布していま
す。）また、ホームページからも応募
書類をお申し込みいただけます。応募
書類中の「願書」に必要事項を記入の
うえ、添付書類をととのえ、下記まで
ご提出ください。

問・申…（財）交通遺児育英会
203-3556-0773（直通）

 0120-521286
http://www.kotsuiji.com
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振込む前に確認を　あなたを狙う振込め詐欺

ふるさとの風景と文化を守る
「棚田ボランティア」募集

日　時／ 7月1日（日）9：00 ～ 12：00
場　所／土山町大河原
内　容／棚田保全のための草刈り作業
応募条件／ 15歳以上で野外での活動

が可能な方
参加費／無料
特　典／参加者には「国民宿舎かもし

か荘」の温泉に入浴できる「地
域通貨」をプレゼントの予定

応募方法／電話、ＦＡＸ、Ｅメール等
で氏名、連絡先等を下記ま
でご連絡ください。

※応募者には大河原他、県下3地区で実施
される棚田保全活動もご案内します。

問・申…滋賀県農村振興課
　　　　農村企画担当

2077-528-3963　
5077-528-4888
Eﾒｰﾙ：gh01@pref.shiga.lg.jp

信楽高等学校開放講座　
受講生募集

日　 時 ／ 7月15日(日)・22日(日)・
29日(日)9：00 ～（各４時間
延べ12時間）

内　容／夏涼みの壁掛け、ちりめんの
正月飾りを作ろう

受講料／ 2,000円
材料費／ 3,000円
募集定員／ 15名（大人のみ）
募集期間／定員に達するまで
申込方法／住所、氏名、電話番号を下

記までハガキでご連絡くだ
さい。（FAX可）

問・申…県立信楽高等学校
開放講座運営委員会

〒529-1851 信楽町長野317-1
282-0167　582-2124

市民活動支援補助金の
対象事業募集

　市では、市民の皆さんが公のために
なるような市民活動をされる際の支援
補助金制度を創設し、ただ今この補助
金の対象事業を募集しています。
　応募される団体の皆さんは、６月4
日（月）・5日（火）の間に申請書類を提
出し、6月10日（日）に行われる公開審
査会で事業の説明をしていただきます。
　対象事業、申請手続など詳しくは下
記までお問い合わせください。

【公開審査会にお越しください】

　６月10日（日）午前9時から公開審査
会（プレゼンテーション）を水口社会
福祉センター福祉ホールで行います。
市内の市民活動団体の取り組みを知る
ことができるよい機会ですので、皆さ

んぜひお越しください。

問・申…市民活動推進課
　　265-0604　563-4582

地域の大学「淡海生涯カレッ
ジ湖南校」受講生募集

　淡海生涯カレッジは、各地域にある多
様な学習機関の連携を深め、公民館など
での日常的な学習から高等学校での体験
的な学習、さらに大学などでの専門的な
学習までを組み合わせたシステムです。
滋賀県下では、5地域で開設されます。
湖南校の学習テーマは、『住み良い暮らし
と地域社会をめざして』です。

【湖南校の募集内容】

対　象／ 18歳以上の通学可能な人
学習コース／土曜コース
定　員／ 30人（定員を超えたときは、抽選）
受講料／ 5,000円
申込方法／はがきに必要事項（①氏名、

②年齢、③郵便番号、④住
所、⑤電話番号、⑥湖南校
受講希望）をご記入のうえ、
下記までお送りください。
電話、FAX、Eメールでも
お申し込みいただけます。

申込締切／６月８日（金）

問・申…淡海生涯カレッジ湖南校
　　　　実行委員会
〒520-3195　湖南市石部中央一丁
目2番3号　湖南市教育委員会事務
局生涯学習課内〔石部文化総合セン
ター内〕

277-6250　577-6253
Eﾒｰﾙ：syougaku@city.konan.shiga.jp

パソコン講習会
受講生募集

日　時／ 6月25日（月）～ 29日（金）
　　  8：45 ～ 12：45（午前受講生）
　　13：30 ～ 17：30（午後受講生）
場　所／ ITOGENパソコンスクール水口校
　　（水口町本町2-2-40、駐車場無し）
対　象／求職活動中で５日間とも出席

できる方（現在、在学中の学
生は除く）

講習内容／ワード・エクセル
（中級程度の習得をめざす）
関数を用いた表計算とグラ
フ作成など

受講資格／ワード・エクセル基本操作
のできる方

受講料／無料
募集期間／ 6月19日（火）正午まで（必着）
募集定員／ 20名（定員を超えた場合

は抽選）
応募方法／ハローワーク甲賀に設置の

申込書に必要事項をご記入
のうえ、郵便、FAX、電話
でお申し込みください。

問・申…滋賀県中小企業団体中央会
　　　　地域求職活動援助推進室
〒520-0806　
大津市打出浜2番29号SKホール2F

2077-525-1189　
5077-525-1190

古文書講座受講者募集
　身近な史料から古文書の基本的な形態
を学習していきます。興味のある方はぜ
ひご参加ください。
日　時／第1回　6月23日（土）

13：30 ～ 15：30
次回からは毎月第3土曜日に開催の予
定です。（全5回）
場　所／土山歴史民俗資料館　会議室
講　師／望

もちづき

月 保
たもつ

氏
（甲賀市史編さん委員）

参加費／ 1,000円
受講申込／下記まで電話かＦＡＸでお

申込みください。
申込締切／ 6月20日（水)(先着20名)

問・申…土山歴史民俗資料館
　　266-1056　566-1067

自衛官募集
募集種目／２等陸海空士（男子）及び

２等海士（女子）
受験資格／ 18歳以上27歳未満
受付締切／試験日前日
試験日／ 6月9日（土）・6月30日（土）
※２等海士（女子）は９日のみ
入隊時期／ 7月下旬～ 8月下旬

問・申…自衛隊滋賀地方協力本部
　　　　草津地域事務所
　　　　2/5077-563-8205
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こうか
このコーナーでは市内の幼稚園、
小中学校の児童・生徒が描いた
絵を順次紹介していきます。


